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新旧対照表 

現 行 

 

病院局人事評価実施要綱 
 

 
１ 目   的 

  人事評価は、職員がその職務を遂行するに当たり発揮した能力及び挙げた業績を公正に把握し、職員の職務遂

行能力の向上及び人材育成に資するとともに、能力・実績に基づく人事管理を行うことで、組織全体の士気高揚

を促し、勤務意欲の向上と公務能率の向上につなげることを目的とする。 

 

２ 被評価者の範囲 

  本要綱による人事評価の対象となる職員（以下「被評価者」という。）は、一般職に属する全ての職員とする。 

 

３ 人事評価の種類 

（１）～（３） 略 

 

 

 

 

 

４～６ 略 

 

７ 人事評価の方法 

 Ⅰ 特定幹部職員（病院事業職員の給与に関する規程第40条第１項に掲げる職員をいう。以下同じ。）に対する

人事評価（様式第１-１号、１-２号） 

（１）能力評価（様式第１-１号） 

   ① 評価者及び調整者は、職員の職務遂行における具体的な行動について、別表第２に定める標準職務遂行

能力の評価項目ごとに、次の評価基準に基づき５段階で評価する。 

 

評 価 基       準 

s 求められる職務行動が確実にとられており、他の職員の模範となっている。 

e 求められる職務行動が確実にとられている。 

a 求められる職務行動が概ねとられている。 

b 求められる職務行動がとられていないことがやや多い。 

c 求められる職務行動がとられていない。 

 

② 評価者及び調整者は、評価項目ごとの評価を勘案して人事評価報告書（様式第１-１号）に全体評語を

記載する。また、評価又は人事取扱上の参考として付け加えておきたい事項がある場合は、その旨をあわ

せて記載する。 
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改 正（案） 

 

病院局人事評価実施綱 
 

 

１ 目   的 

  人事評価は、職員がその職務を遂行するに当たり発揮した能力及び挙げた業績を公正に把握し、職員の職務遂

行能力の向上及び人材育成に資するとともに、能力・実績に基づく人事管理を行うことで、組織全体の士気高揚

を促し、勤務意欲の向上と公務能率の向上につなげることを目的とする。 

 

２ 被評価者の範囲 

  本要綱による人事評価の対象となる職員（以下「被評価者」という。）は、常勤の一般職に属する全ての職員と

する。 

 

３ 定   義 

（１）～（３） 略 

（４）チャレンジ目標とは、達成困難度の高い目標をいう。 

（５）マネジメント目標とは、業務運営、組織統率・人材育成、ワークライフバランス、職員の健康管理等に関す

る目標をいう。 

（６）ＷＡＹ面談とは、人事評価及び人材育成に関して職員と管理監督者で意見交換等を行う面談をいう。 

 

４～６ 略 

 

７ 人事評価の方法 

 Ⅰ 特定幹部職員（職員の給与に関する規則第37条第２項に掲げる職員をいう。以下同じ。）に対する人事評価

（様式第１-１号、１-２号） 

（１）能力評価（様式第１-１号） 

   ① 評価者及び調整者は、職員の職務遂行における具体的な行動について、別表第２に定める標準職務遂行

能力の評価項目ごとに、次の評価基準に基づき５段階で評価し、人事評価報告書（様式第１-１号）に記

載する。 

評 価 基       準 

s 求められる職務行動が確実にとられており、他の職員の模範となっている。 

e 求められる職務行動が確実にとられている。 

a 求められる職務行動が概ねとられている。 

b 求められる職務行動がとられていないことがやや多い。 

c 求められる職務行動がとられていない。 

 

② 評価者及び調整者は、評価項目ごとの評価を勘案して全体評語を記載する。また、評価又は人事取扱上

の参考として付け加えておきたい事項がある場合は、その旨をあわせて記載する。 
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新旧対照表 

現 行 

 

（２）業績評価（様式第１-２号） 

   ① 業務目標の設定 

    ア 職員は、原則として、懸案事項、通常の所掌事務及び人事管理の３項目から、その職に求められる主た

る職責が概ね反映できるように、当該年度の業務目標を作成する。 

 

 

    イ～オ 略 

 

   ②～④ 略 

 

Ⅱ 特定幹部職員以外の職員に対する人事評価（様式第２号及び第３号） 

 （１）能力評価 

① 評価者及び調整者は、別表第２に定める標準職務遂行能力の評価項目ごとに、次の評価基準に基づき５

段階で評価する。 

 

評 価 基       準 

ｓ 求められる職務行動が確実にとられており、他の職員の模範となっている。 

ｅ 求められる職務行動が確実にとられている。 

ａ 求められる職務行動が概ねとられている。 

ｂ 求められる職務行動がとられていないことがやや多い。 

ｃ 求められる職務行動がとられていない。 

   ② 評価者及び調整者は、評価項目ごとの評価を勘案して人事評価報告書（様式第２号）に全体評語を記載

し、職務行動についての意見を記載する。 

   ③ 調整者は、記載された全体評語を勘案の上、次の評価基準に基づき総評を記載する。なお、再任用職員

は、分布制限によらず次の評価基準に基づき評価する。 

 

評 価 基   準 分 布 制 限 

Ｓ 極めて優れている。 
調整者が能力評価を実施する上で調整を行う職員（再任用職員を

除く。）数の1/10以内 

Ｅ やや優れている。 
調整者が能力評価を実施する上で調整を行う職員（再任用職員を

除く。）数の3/10から「Ｓ」を付与された職員の数を差し引いた数

以内 

Ａ 標準である。  

Ｂ やや物足りない。  

Ｃ 及ばない。  
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改 正（案） 

 

（２）業績評価（様式第１-２号） 

   ① 業務目標の設定 

    ア 職員は、原則として、懸案事項、通常の所掌事務及びマネジメント目標の３項目について、その職に

求められる主たる職責が概ね反映できるように、当該年度の業務目標を作成する。マネジメント目標を

除き業務目標のうち１項目は、チャレンジ目標を設定すること。 

  

イ～オ 略 

 

   ②～④ 略 

 

 Ⅱ 特定幹部職員以外の職員に対する人事評価（様式第２号及び第３号） 

 （１）能力評価 

① 評価者及び調整者は、別表第２に定める標準職務遂行能力の評価項目ごとに、次の評価基準に基づき５

段階で評価し、人事評価報告書（様式第２号）に記載する。 

 

評 価 基       準 

s 求められる職務行動が確実にとられており、他の職員の模範となっている。 

e 求められる職務行動が確実にとられている。 

a 求められる職務行動が概ねとられている。 

b 求められる職務行動がとられていないことがやや多い。 

c 求められる職務行動がとられていない。 

   ② 評価者及び調整者は、評価項目ごとの評価を勘案して全体評語を記載し、職務行動についての意見を記

載する。 

   ③ 調整者は、記載された全体評語を勘案の上、次の評価基準に基づき総評を記載する。なお、再任用職員

は、分布制限によらず次の評価基準に基づき評価する。 

 

評 価 基 準 分 布 制 限 

Ｇ 卓越して優れている。 
評価者及び調整者が全体評語で「ｓ」を付与した職員から調整者が

選考 

Ｓ 極めて優れている。 
調整者が能力評価を実施する上で調整を行う職員（再任用職員を除

く。）数の15/100から「Ｇ」を付与された職員の数を差し引いた数

以内 

Ｅ 優れている。 
調整者が能力評価を実施する上で調整を行う職員（再任用職員を除

く。）数の50/100から「Ｇ」又は「Ｓ」を付与された職員の数を差

し引いた数以内 

Ａ 標準である。  

Ｂ やや物足りない。  

Ｃ 及ばない。  
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新旧対照表 

現 行 

   

（２）業績評価 

   ① 業務目標の設定 

    ア 評価者は、職員の事務分掌の中から原則として３項目を選定し、職員の当該年度の業務目標を作成す

る。当該業務目標について職員と意見交換を行った上で、当該年度の業務目標を調整する。 

 

 

 

 

 

 

イ～ウ 略 

 

   ② 自己評価 

 職員は、11（１）で定める様式（勤務に関する調査票（様式第３号））に、業務目標の10月における

進捗状況について、進捗状況及び進捗状況に関する意見を記載する。 

   ③ 評価者の評価・調整者の評価 

    ア 評価者は、職員と面接を行い、人事評価報告書（様式第２号）に次の評価基準に基づき、業務目標ご

とに５段階の評価を行い、業務目標の達成度に関する所見を記載するとともに、全体について総合評価

を行う。 

 

（評価者評価基準） 

 

評 価 基       準 

ｓ 問題なく目標を達成し、期待をはるかに上回る成果を挙げている。 

ｅ 問題なく目標を達成し、期待された以上の成果を挙げている。 

ａ 概ね目標を達成し、期待された成果を挙げている。 

ｂ 目標達成が十分ではなく、期待された水準に及ばない。 

ｃ 目標達成が十分ではなく、期待された水準を大きく下回っている。 

（全体評価基準） 

評 価 基   準 分 布 制 限 

Ｓ 実施結果が極めて優れている。 
調整者が能力評価を実施する上で調整を行う職員（再任用職員を

除く。）数の1/10以内 

Ｅ 実施結果がやや優れている。 

調整者が能力評価を実施する上で調整を行う職員（再任用職員を

除く。）数の4/10から「Ｓ」を付与された職員の数を差し引いた数

以内 

Ａ 実施結果が標準である。  

Ｂ 実施結果がやや物足りない。  

Ｃ 実施結果が及ばない。  
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改 正（案） 

 

（２）業績評価（行政職 / 及び技能労務職） 

   ① 業務目標の設定 

    ア 評価者は、職員の事務分掌の中から原則として３項目を選定し、下表のとおり職員の当該年度の業務

目標を作成する。当該業務目標については、職員と期初のＷＡＹ面談において意見交換を行い調整する。 

 

 業務目標１ 業務目標２ 業務目標３ 

管理監督職 チャレンジ目標 マネジメント目標 その他の目標 

管理監督職以外 チャレンジ目標 その他の目標 その他の目標 

 

イ～ウ 略 

 

   ② 自己評価 

      職員は、ＷＡＹ面談シート（様式第３号）に、業務目標の10月及び３月における進捗状況について、

進捗状況及び進捗状況に関する意見を記載する。 

   ③ 評価者の評価・調整者の評価 

    ア 評価者は、職員とＷＡＹ面談を行い、人事評価報告書（様式第２号）に次の評価基準に基づき、業務

目標ごとに５段階の評価を行い、業務目標の達成度に関する所見を記載する。 

 

 

（評価者評価基準） 

 

評 価 基       準 

s 問題なく目標を達成し、期待をはるかに上回る成果を挙げている。 

e 問題なく目標を達成し、期待された以上の成果を挙げている。 

a 概ね目標を達成し、期待された成果を挙げている。 

b 目標達成が十分ではなく、期待された水準に及ばない。 

c 目標達成が十分ではなく、期待された水準を大きく下回っている。 
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新旧対照表 

現 行 

 

    イ 評価者は、職員に対し、業務目標について必要な指導又は助言を行う。 

ウ 調整者は、アの評価者の評価（以下Ⅱにおいて「評価者評価」という。）について調整を行うこととし、

人事評価報告書（様式第２号）に全体評価基準に準じて評価を行う。当該評価が評価者評価と異なる場

合には、その理由及び評価者評価に対する意見、当該評価に当たって考慮した事項等の意見を記載する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    エ 略 

 

④ 略 
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改 正（案） 

 

    イ 評価者は、職員に対し、業務目標について必要な指導又は助言を行う。 

ウ 調整者は、アの評価者評価について調整を行うこととし、人事評価報告書（様式第２号）に次の全体

評価基準に基づき評価を行う。当該評価が評価者評価と異なる場合には、その理由及び評価者評価に対

する意見、当該評価に当たって考慮した事項等の意見を記載する。   

また、必要に応じて服務規律の遵守にかかる所見を記載する。 

 

（全体評価基準） 

評 価 基 準 分 布 制 限 

G 
実施結果が卓越して優れてい

る。 

評価者及び調整者が業績目標に対して「ｓ」を付与した職員か

ら調整者が選考 

S 実施結果が極めて優れている。 

調整者が業績評価を実施する上で調整を行う職員（再任用職員

を除く。）数の 15/100 から「Ｇ」を付与された職員の数を差し

引いた数以内 

E 実施結果が優れている。 

調整者が業績評価を実施する上で調整を行う職員（再任用職員

を除く。）数の50/100から「Ｇ」又は「Ｓ」を付与された職員の

数を差し引いた数以内 

A 実施結果が標準である。  

B 実施結果がやや物足りない。  

C 実施結果が及ばない。  

 

 

 

エ 略 

 

④ 略 
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新旧対照表 

現 行 
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改 正（案） 

 

（３）業績評価（医師・歯科医師職及び看護職） 

  ① 業務目標の設定 

   ア 評価者は、職員の事務分掌の中から原則として３項目を選定し、職員の当該年度の業務目標を作成する。

当該業務目標について職員と意見交換を行った上で、当該年度の業務目標を調整する。 

   イ 調整者は、アの業務目標を確認し、必要に応じて、業務目標の修正等の指導を行った上で、職員の当該

年度の業務目標を設定する。 

   ウ 年度途中で新たな課題が生じたことにより、当初の業務目標設定の変更が必要と認められる場合には、

職員と評価者の協議・合意に基づき、その内容を変更することができる。 

  ② 自己評価 

   ア 職員は、11（１）で定める様式（勤務に関する調査票（様式第５号））に、業務目標の10月における進

捗状況について、進捗状況及び進捗状況に関する意見を記載する。 

  ③ 評価者の評価・調整者の評価 

   ア 評価者は、職員と面接を行い、人事評価報告書（様式第４号）に次の評価基準に基づき、業務目標ごと

に５段階の評価を行い、業務目標の達成度に関する所見及びワークライフバランスの推進や不祥事の防止

など服務規律の取組状況（管理・監督職は職員自身の取組状況及び部下への取組状況）にかかる所見を記

載するとともに、評価を行う。 

（評価者評価基準） 

評 価 基       準 

ｓ 問題なく目標を達成し、期待をはるかに上回る成果を挙げている。 

ｅ 問題なく目標を達成し、期待された以上の成果を挙げている。 

ａ 概ね目標を達成し、期待された成果を挙げている。 

ｂ 目標達成が十分ではなく、期待された水準に及ばない。 

ｃ 目標達成が十分ではなく、期待された水準を大きく下回っている。 

（全体評価基準） 

評 価 基 準 分 布 制 限 

G 
実施結果が卓越して優れてい

る。 

評価者及び調整者が業績目標に対して「ｓ」を付与した職員か

ら調整者が選考 

S 実施結果が極めて優れている。 

調整者が業績評価を実施する上で調整を行う職員（再任用職員、

育休任期付職員及び臨時的任用職員を除く。）数の 15/100 から

「Ｇ」を付与された職員の数を差し引いた数以内 

E 実施結果が優れている。 

調整者が業績評価を実施する上で調整を行う職員（再任用職員、

育休任期付職員及び臨時的任用職員を除く。）数の 50/100 から

「Ｇ」又は「Ｓ」を付与された職員の数を差し引いた数以内 

A 実施結果が標準である。  

B 実施結果がやや物足りない。  

C 実施結果が及ばない。  
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新旧対照表 

現 行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 評価及び調整上留意する事項 

（１） 略 

（２）評価者及び調整者は、別表第２に掲げる評価項目の意義、求められる職務行動をよく理解し、評価すること。 

 

（３）略 

 

９ 評価結果の取扱い 

（１）この要綱により実施した人事評価の結果は、職員の任用、給与、分限その他の人事管理を行う際の基礎とし

て活用するとともに、職員の人材育成に積極的に活用するよう努める。 

（２）所属長は、少なくとも年に１回は人事評価の結果を踏まえた指導又は助言を行う。 

 
 

 

 

 

（３）職員は、所属長の人事評価の結果を踏まえた指導、助言等について特に申告したい事項がある場合は、別に

通知する方法により病院局管理課へ申し出ることができる。 

（４）病院局管理課は、職員から（３）による申出があった場合、速やかに各所属に対して、説明、話し合い等に

より当事者間で解決を図るよう指示を行う。なお、病院局管理課は、申し出た職員が不利益な取扱いを受ける

ことがないよう配慮する。 

 

10 略 
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改 正（案） 

    イ 評価者は、職員に対し、業務目標について必要な指導又は助言を行う。 

ウ 調整者は、アの評価者評価について調整を行うこととし、人事評価報告書（様式第４号）に全体評価

基準に準じて評価を行う。当該評価が評価者評価と異なる場合には、その理由及び評価者評価に対する

意見、当該評価に当たって考慮した事項等の意見を記載する。 

    エ ３月における業績評価の総合評価の結果が、10月の調整者の総合評価と異なる場合には、その理由を

記載する。ただし、分布制限の範囲内となるよう留意すること。 

   ④ 年度中途異動者の取扱い 

     職員が年度中途において異動した場合は、原則として、前任者の目標を引き継ぐものとする。新たに業

務目標を設置することが必要な場合には、異動後１か月以内に、（２）①と同様に業務目標を設定する。 

この場合において、異動前の目標について、異動時までの評価（自己評価及び評価者評価）を実施する。

ただし、異動前の評価期間が３か月未満の場合は、評価者評価は実施しない。 

 

 

 

８ 評価及び調整上留意する事項 

（１） 略 

（２）評価者及び調整者は、人材マネジメント方針及び別表第２に掲げる評価項目の意義、求められる職務行動を

よく理解し、評価すること。 

（３）略 

 

９ 職員との面談及び評価結果の取扱い 

（１）この要綱により実施した人事評価の結果は、職員の任用、給与、分限その他の人事管理を行う際の基礎とし

て活用するとともに、職員の人材育成に積極的に活用するよう努める。 

（２）評価者又は調整者は、期初、期中、期末の各時期において、職員と業務の進め方や進捗状況等にかかるＷＡ

Ｙ面談を行う。期末の面談においては、当該年度の取組及び人事評価の結果を踏まえた指導又は助言も行い、

職員の勤務意欲の向上と人材育成に努めること。 

（３）所属長は、毎年10月末及び３月末までで指定する期間に、職員ごとのＷＡＹ面談シート（様式第３号）を取

りまとめの上、病院事業管理者に提出する。 

   なお、一般事務職にかかるＷＡＹ面談シートについては、病院局管理課へ提出する。 

（４）職員は、所属長の人事評価の結果を踏まえた指導、助言等について特に申告したい事項がある場合は、別に

通知する方法により人事課へ申し出ることができる。 

（５）病院局管理課は、職員から（４）による申出があった場合、速やかに各所属に対して、説明、話し合い等に

より当事者間で解決を図るよう指示を行う。なお、病院局管理課は、申し出た職員が不利益な取扱いを受ける

ことがないよう配慮する。 

 

10 略 
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新旧対照表 

現 行 

 

11 その他 

（１）人事管理上必要なことについて、職員の勤務に関する調査票（様式第3号）を徴する。 

（２）～（４） 略 

 

附 則 

  １ この要綱は、平成27年10月１日から施行する。 

  ２ この要綱は、平成28年4月１日から施行する。 

  ３ この要綱は、平成29年4月１日から施行する。 

  ４ この要綱は、平成30年4月１日から施行する。 

５ この要綱は、平成31年4月１日から施行する。 

６ この要綱は、令和 2年4月１日から施行する。 

  ７ この要綱は、令和 3年4月１日から施行する。 

  ８ この要綱は、令和 4年4月１日から施行する。 
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改 正（案） 

  

11 その他 

（１）人事管理上必要なことについて、職員の勤務に関する調査票（様式第５号）を徴する。 

（２）～（４） 略 

 

附 則 

  １ この要綱は、平成27年10月１日から施行する。 

  ２ この要綱は、平成28年4月１日から施行する。 

  ３ この要綱は、平成29年4月１日から施行する。 

  ４ この要綱は、平成30年4月１日から施行する。 

５ この要綱は、平成31年4月１日から施行する。 

６ この要綱は、令和 2年4月１日から施行する。 

  ７ この要綱は、令和 3年4月１日から施行する。 

  ８ この要綱は、令和 4年4月１日から施行する。 

  ９ この要綱は、令和 5年 4月１日から施行する。 
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現 行 

（別表第１） 

評 価 者 及 び 調 整 者 の 指 定 

（１）標準的な指定の場合 

被 評 価 者 評 価 者 調 整 者 

本 庁 

病院局長及びこれに準ずる者 病院事業管理者 － 

課室長及びこれに準ずる者 病 院 局 長 病院事業管理者 

副課長、班長、主幹及びこれに準ずる者 課 （ 室 ） 長 病 院 局 長 

その他の職員 
班 長 

主 幹 
課 （ 室 ） 長 

県立病院 

病院長及びこれに準ずる者 病院事業管理者 － 

管理局長（１０級） 病 院 長 病院事業副管理者 

管理局長（９級） 病 院 長 病 院 局 長 

副院長、院長補佐、参事、センター長（難病相談セ

ンター長、精神科救急医療センター長を除く）及び

これに準ずる者 

病 院 長 － 

総務部長、経営企画部長 管 理 局 長 病 院 局 長 

部長（総務部長、経営企画部長除く）、室長、精神

科救急医療センター長、難病相談センター長及びこ

れに準ずる者 

副 院 長 病 院 長 

センター次長 セ ン タ ー 長 病 院 長 

部次長（事務職） 管 理 局 長 病 院 局 長 

課長（事務職）及びこれに準ずる者 
部長又はこれに準ず

る者 
管 理 局 長 

課長（事務職除く）、技師長、部参事、部次長（事

務職除く）、看護師長又はこれに準ずる者 

部長又はこれに準ず

る者 
病 院 長 

技師長補佐、次長補佐、主任検査技師、主任放射線

技師、主任理学療法士、主任作業療法士、専門員及

びこれに準ずる者 

技師長又はこれに準

ずる者 
病 院 長 

その他の職員（医師職除く） 
課長、看護師長又は

これに準ずる者 

部長、技師長又はこ

れに準ずる者 

その他の職員（医師職） 
部長又はこれに準ず

る者 
病 院 長 

 

（２）特に指定する場合 略 
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改 正（案） 

（別表第１） 

評 価 者 及 び 調 整 者 の 指 定 

（１）標準的な指定の場合 

被 評 価 者 評 価 者 調 整 者 

本 庁 

病院局長及びこれに準ずる者 病院事業管理者 － 

課室長及びこれに準ずる者 病 院 局 長 病院事業管理者 

副課長、班長、主幹及びこれに準ずる者 課 （ 室 ） 長 病 院 局 長 

その他の職員 
班 長 

主 幹 
課 （ 室 ） 長 

県立病院 

病院長及びこれに準ずる者 病院事業管理者 － 

管理局長（１０級） 病 院 長 病院事業副管理者 

管理局長（９級） 病 院 長 病 院 局 長 

副院長、院長補佐、参事、センター長（難病相談セ

ンター長、精神科救急医療センター長を除く）及び

これに準ずる者 

病 院 長 － 

総務部長、経営企画部長 管 理 局 長 病 院 局 長 

部長（総務部長、経営企画部長除く）、室長、精神

科救急医療センター長、難病相談センター長及びこ

れに準ずる者 

副 院 長 病 院 長 

センター次長 セ ン タ ー 長 病 院 長 

部次長（事務職） 管 理 局 長 病 院 局 長 

課長（事務職）及びこれに準ずる者 
部長又はこれに準ず

る者 
管 理 局 長 

課長（事務職除く）、技師長、療法士長、部参事、

部次長（事務職除く）、看護師長又はこれに準ずる

者 

部長又はこれに準ず

る者 
病 院 長 

技師長補佐、療法士長補佐、副検査技師長、主任検

査技師、副放射線技師長、主任放射線技師、副療法

士長、専門員及びこれに準ずる者 

技師長又はこれに準

ずる者 
病 院 長 

その他の職員（医師職除く） 
課長、看護師長又は

これに準ずる者 

部長、技師長又はこ

れに準ずる者 

その他の職員（医師職） 
部長又はこれに準ず

る者 
病 院 長 

 

（２）特に指定する場合 略 
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現 行 

（別表第２） 

標 準 職 務 遂 行 能 力 

役職 評 価 項 目 意   義 求められる職務行動 

特
定
幹
部
職
員
（
部
長
・
局
長
・
課
長
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
者
） 

倫 理 ・ 責 任 感 
倫理感を有して職責を

重んじ、それを果たそう

とする気持 

(ｱ) 全体の奉仕者として高い倫理感を有している。 

(ｲ) 部の責任者としての職責を十分理解している。 

(ｳ) 責任を持って部の重要課題を遂行することがで

きる。 

(ｴ) 服務規律を遵守し、誠実、公正に職務を遂行

することができる。 

業 務 運 営 

住民の視点に立ち、業務

見直しに率先して取り

組み、かつ業務を円滑に

完遂させる能力 

(ｱ) 目的と求められる成果水準を踏まえ、コスト意

識を持って業務を実行できる。 

(ｲ) 複雑、困難な仕事にも積極的に取り組み、求め

られる職務を遂行できる。 

(ｳ) 常に業務への意見や提案を出し、不断の見直

しに取り組むことができる。 

交 渉 ・ 調 整 力 

庁内外との交渉・調整を

円滑に行い、相手方の合

意を得て、目的を達成す

る能力 

(ｱ) 庁内外との交渉・調整を的確かつ円滑に行うこ

とができる。 

(ｲ) 困難な交渉であっても、組織方針の実現に向

け調整することができる。 

(ｳ) 所管行政について適切な説明により最終的に

相手の合意を得て、目的を達成することができ

る。 

判 断 力 
結論を的確に見出し、そ

れを処理する能力 

(ｱ) 冷静かつ迅速な判断をすることができる。 

(ｲ) 時宜に適した的確なタイミングで判断すること

ができる。 

(ｳ) 課題、背景、方針、対応手法等を総合的に勘案

し、判断をすることができる。 

構 想 ・ 企 画 ・ 立 案 力 

組織方針に基づき、行政

ニーズを踏まえ、課題を

的確に把握し、施策の企

画・立案を行う能力 

(ｱ) 行政課題、ニーズを的確に把握し、部の重要

課題について方針やビジョンを示すことができ

る。 

(ｲ) 複雑な因果・利害関係など業務を取り巻く全体

像を的確に把握し、先々を見通すことができる。 

(ｳ) 的確な目標を設定し、成果をイメージして施策

の企画・立案を行うことができる。 

組 織 統 率 ・ 人 材 育 成 力 

リーダーシップを発揮

して部下を統率し、職員

の能力を積極的に引き

出す等職員を育成する

ための努力をし、職務の

能率をあげる能力 

(ｱ) 優先順位をつけた適切な業務指示と進行管

理を行うことができる。 

(ｲ)  職務の能率を上げることができる。 

(ｳ)  積極的に意思疎通を図り、職員から信頼が厚

い。 

(ｴ) 部下の育成に努力している。 
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改 正（案） 

（別表第２） 

標 準 職 務 遂 行 能 力 

役職 評価項目 意   義 求められる職務行動 

特
定
幹
部
職
員
（
部
長
・
局
長
・
課
長
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
者
） 

県 民 本 位 

現場主義・発信 

積極的に地域や現場に入

り込む、県民ニーズの的

確な把握 

わかりやすい説明、効果

的なPR 

①現場のニーズや課題を幅広いチャンネルから収集し、状況を正しく

理解した上で解決に向けた方針を示して行動している。 

②県政に対する関心を高め、より多くの県民等に必要な施策が届くよ

う、自ら積極的に関係者等への PR を行っている。 

倫理観・責任感 

倫理観、服務規律、誠実、

公正 

職責の理解 

①全体の奉仕者としての高い倫理感を持って、服務規律を遵守し、誠

実、公正に職務を遂行している。 

②部の責任者としての職責を十分理解し、責任を持って職務を遂行し

ている。 

ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨ＆ 

ｲﾝｸﾙｰｼﾞｮﾝ 

対 話 の 重 視 

多様性の理解、意見の受

け止め、活発な議論、心理

的安全性 

①異なる立場や価値観を持つ人を受容し、信頼関係を構築している。

多様な意見を多角的な視点から検討し、新たな道筋を示している。 

②部下職員や庁内外の関係者と円滑な関係を築き、気兼ねなく発言し

たり行動できる組織風土づくりに取り組んでいる。 

ﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽ 

柔軟で多様な働き方の推

進 

子育て・介護等と仕事の

両立支援 

超過勤務の縮減 

効率的な業務執行 

①部下職員の勤務状況を把握し、多様な働き方の推進や休暇・休業

制度の活用、超過勤務の縮減に取り組む組織風土づくりを進めてい

る。 

②効率的な業務執行により、仕事と生活のバランスを適切に保つこと

で、高い意欲を持って業務に取り組んでいる。 

ﾘ･ﾁｬﾚﾝｼﾞ 

構想・企画・立案力 
変化を踏まえた方針の明

示、施策の企画・立案 

①社会全般の変化や行政課題を的確に把握した上で所管組織の将

来像を描き、これまでの概念や枠組みに捉われない新しい方針を

示している。 

積 極 性 

意欲、行動力、範囲を限定

しない、困難な職務に積

極的 

①複雑・困難な課題に対しても、行動力あふれる取組を迅速に行い、

求められる業務を遂行している。(ｲ) 部下を統率し、職務の能率を

上げることができる。 

②自身の業務の範囲を限定的に捉えることなく、関連分野や困難な業

務に積極的に取り組んでいる。 

ﾈｯﾄﾜｰｸ 

ネットワーク構築 

交渉力、調整力、連携力 

庁内外との円滑な関係構

築、 

①重要課題に対して、組織方針の実現に向けた高度な交渉・調整を

粘り強く行い、最終的に相手の合意を得て、目的を達成している。 

②庁内だけでなく庁外においても幅広い人的ネットワークを構築し、

参画と協働による新たな施策展開の可能性を高めている。 

リーダーシップ 
判断力・決断力、業務の進

行管理 

①重要課題について、社会情勢や県の施策動向等を踏まえ、将来を

見据えた大局的な見地から適時適切に判断している。 

②重要課題の進捗状況を的確に把握し、解決に向けた適切な指示、

助言を行って組織目標を達成している｡ 

成長 

知識・技能の追求 
知識・技能の習得、 

向上に向けた自己研鑽 

①行政運営に関する高度な知識や技術、県政や社会全般に関する幅

広い知識を有している。 

②より高度で幅広い知識、技術の習得に向けて、自己研鑽を重ねてい

る。 

人 材 育 成 

経験、能力、適性の把握 

仕事の割振り、経験の場

の創出、能力向上の機会

の付与 

①部下職員の創意工夫や自主性を尊重しつつ、適切な指導を行うこと

で、意欲と能力を十分に引き出している。 

②部下職員の能力や適性、キャリアビジョン等を踏まえ、研修機会の

付与や自己啓発の奨励等、能力向上の機会を与えている。 
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現 行 

 

役職 評 価 項 目 意   義 求められる職務行動 

特
定
幹
部
以
外
の
８
～
６
級
職
員
（
副
課
長
、
班
長
、
主
幹
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
者
） 

倫 理 ・ 責 任 感 
倫理感を有して職責を重

んじ、それを果たそうと

する気持 

(ｱ) 全体の奉仕者としての高い倫理感を有してい

る。 

(ｲ) 次長としての職責を十分理解している。 

(ｳ) 部長を補佐し責任を持って特殊の職務を遂行

することができる。 

(ｴ) 服務規律を遵守し、誠実、公正に職務を遂行

することができる。 

業 務 運 営 

住民の視点に立ち、業務

見直しに率先して取り組

み、かつ業務を円滑に完

遂させる能力 

(ｱ) 目的と求められる成果水準を踏まえ、コスト意

識を持って業務を実行できる。 

(ｲ) 複雑、困難な仕事にも積極的に取り組み、求め

られる職務を遂行できる。 

(ｳ) 常に業務への意見や提案を出し、不断の見直

しに取り組むことができる。 

交 渉 ・ 調 整 力 

庁内外との交渉・調整を

円滑に行い、相手方の合

意を得て、目的を達成す

る能力 

(ｱ) 庁内外との交渉・調整を的確かつ円滑に行うこ

とができる。 

(ｲ) 組織方針の実現に向け関係者と調整すること

ができる。 

(ｳ) 所管行政について適切な説明により最終的に

相手の合意を得て、目的を達成することができ

る。 

判 断 力 
結論を的確に見出し、そ

れを処理する能力 

(ｱ) 冷静かつ迅速な判断をすることができる。 

(ｲ) 時宜に適した的確なタイミングで判断すること

ができる。 

(ｳ) 課題、背景、方針、対応手法等を総合的に勘

案し、判断をすることができる。 

構 想 ・ 企 画 ・ 立 案 力 

組織方針に基づき、行政

ニーズを踏まえ、課題を

的確に把握し、施策の企

画・立案を行う能力 

(ｱ) 行政課題、ニーズを的確に把握し、方針やビジ

ョンを示すことができる。 

(ｲ) 複雑な因果・利害関係など業務を取り巻く全体

像を的確に把握できる。 

(ｳ) 的確な目標を設定し、成果をイメージして施策

の企画・立案を行うことができる。 

組 織 統 率 ・ 人 材 育 成 力 

リーダーシップを発揮し

て部下を統率し、職員の

能力を積極的に引き出す

等職員を育成するための

努力をし、職務の能率を

あげる能力 

(ｱ) 優先順位をつけた適切な業務指示と進行管理

を行うことができる。 

(ｲ) 職員をまとめ、職務の能率を上げることができ

る。 

(ｳ) 積極的に意思疎通を図り、職員から信頼が厚

い。 

(ｴ) 部下の指導、育成に努力している。 
 

 

 

20 
 

 

改 正（案） 

  

役職 評価項目 意   義 求められる職務行動 

特
定
幹
部
以
外
の
８
～
６
級
職
員
（
副
課
長
、
班
長
、
主
幹
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
者
） 

県民本位 

現場主義・発信 

積極的に地域や現場に入

り込む、県民ニーズの的

確な把握 

わかりやすい説明、効果

的なPR 

①現場のニーズや課題を幅広いチャンネルから収集し、状況を正しく

理解した上で解決に向けた方針を示して行動している。 

②県政に対する関心を高め、より多くの県民等に必要な施策が届くよ

う、自ら積極的に関係者等への PR を行っている。 

倫理観・責任感 
倫理観、服務規律、誠実、

公正 

職責の理解 

①全体の奉仕者としての高い倫理感を持って、服務規律を遵守し、誠

実、公正に職務を遂行している。 

②次長としての職責を十分理解し、責任を持って職務を遂行してい

る。 

ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨ＆ 

ｲﾝｸﾙｰｼﾞｮﾝ 

対話の重視 

多様性の理解、意見の受

け止め、 

活発な議論、心理的安全

性 

①異なる立場や価値観を持つ人を受容し、信頼関係を構築している。

多様な意見を多角的な視点から検討し、新たな道筋を示している。 

②部下職員や庁内外の関係者と円滑な関係を築き、気兼ねなく発言し

たり行動できる組織風土づくりに取り組んでいる。 

ﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽ 

柔軟で多様な働き方の推

進 

子育て・介護等と仕事の

両立支援 

超過勤務の縮減 

効率的な業務執行 

①部下職員の勤務状況を把握し、多様な働き方の推進や休暇・休業

制度の活用、超過勤務の縮減に取り組む組織風土づくりを進めてい

る。 

②効率的な業務執行により、仕事と生活のバランスを適切に保つこと

で、高い意欲を持って業務に取り組んでいる。 

ﾘ･ﾁｬﾚﾝｼﾞ 

構想・企画・立案力 
変化を踏まえた方針の明

示、 

施策の企画・立案 

①所管業務を取り巻く課題・背景等を的確に把握した上で、組織方針

の実現に向け、これまでの概念や枠組みに捉われずに検討を行

い、新たな目標を打ち出している。 

積 極 性 
意欲、行動力、範囲を限定

しない、困難な職務に積

極的 

①複雑・困難な課題に対しても、行動力あふれる取組を迅速に行い、

求められる業務を遂行している。 

②自身の業務の範囲を限定的に捉えることなく、関連分野や困難な業

務に積極的に取り組んでいる。 

ﾈｯﾄﾜｰｸ 

ネットワーク構築 
交渉力、調整力、連携力 

庁内外との円滑な関係構

築 

①重要課題に対して、組織方針の実現に向けた高度な交渉・調整を

粘り強く行い、最終的に相手の合意を得て、目的を達成している。 

②庁内だけでなく庁外においても幅広い人的ネットワークを構築し、

参画と協働による新たな施策展開の可能性を高めている。 

リーダーシップ 
判断力・決断力、業務の進

行管理 

①重要課題について、社会情勢や県の施策動向等を踏まえ、将来を

見据えた大局的な見地から適時適切に判断している。 

②重要課題の進捗状況を的確に把握し、解決に向けた適切な指示、

助言を行って組織目標を達成している｡ 

成長 

知識・技能の追求 
知識・技能の習得、 

向上に向けた自己研鑽 

①行政運営に関する高度な知識や技術、県政や社会全般に関する幅

広い知識を有している。 

②より高度で幅広い知識、技術の習得に向けて、自己研鑽を重ねてい

る。 

人 材 育 成 

経験、能力、適性の把握 

仕事の割振り、経験の場

の創出、 

能力向上の機会の付与 

①部下職員の創意工夫や自主性を尊重しつつ、適切な指導を行うこと

で、意欲と能力を十分に引き出している。 

②部下職員の能力や適性、キャリアビジョン等を踏まえ、研修機会の

付与や自己啓発の奨励等、能力向上の機会を与えている。 
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現 行 

 

役職 評 価 項 目 意   義 求められる職務行動 

主
査
、
課
長
補
佐
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
者 

倫 理 ・ 責 任 感 
倫理感を有して職責を重

んじ、それを果たそうとす

る気持 

(ｱ) 全体の奉仕者としての倫理感を有している。 

(ｲ) 自らの職責を十分理解している。 

(ｳ) 最後まで責任を持って職務を遂行することが

できる。 

(ｴ) 服務規律を遵守し、誠実、公正に職務を遂行

することができる。 

知 識 ・ 技 術 
職務の遂行に必要な知識

能力及び技術的能力 

(ｱ) 職務遂行に必要な知識、技術を有している。 

(ｲ) 習得した知識、技術を職務の遂行に十分活用

している。 

(ｳ) より高度な知識、技術の習得のため、自己研

鑽を重ねている。 

業 務 遂 行 
仕事を正確かつ効率良く

遂行する能力 

(ｱ) 目的達成への手段・方法を整理し、計画性を

持って効率的に業務を遂行できる。 

(ｲ) 意欲的に業務に取り組み、求められる職務を

遂行できる。 

(ｳ) 誤りや抜け落ちがないよう確認を行い、業務を

正確に遂行できる。 

(ｴ) 臨機応変に複数の業務に対応することができ

る。 

交 渉 ・ 調 整 力 
庁内外との交渉・調整を円

滑に行い、相手方の合意を

得て、目的を達成する能力 

(ｱ) 庁内外との交渉・調整を的確かつ円滑に行う

ことができる。 

(ｲ) 困難な交渉であっても、方針の実現に向け調

整することができる。 

(ｳ) 明確な説明により最終的に相手の合意を得

て、目的を達成することができる。 

協 調 性 

職務の能率向上のため、他

の職員と協調し合い、又は

常に積極的に意思疎通を

図る態度 

(ｱ) 職務の能率向上のため、関係者と良好な協力

関係を築くことができる。 

(ｲ) 業務遂行にあたって、関係者との役割分担、

連携が的確に行える。 

(ｳ) 担当外の業務にも積極的に協力できる。 

理 解 力 
仕事を迅速、正確に認識

し、円滑に職務を遂行する

能力 

(ｱ) 業務の進め方を正確に理解することができ

る。 

(ｲ) 上司の指示を迅速に理解し、円滑に職務を遂

行することができる。 

(ｳ) 相手の意見・要望等を正しく理解して説明を

行うことができる。 

服 務 規 律 
職務遂行上又は公務員と

しての身分に伴う義務を

遵守する姿勢 

(ｱ) 勤務条件や服務上の規律を遵守している。 

(ｲ) 真摯に業務に取り組み、勤務態度が良好であ

る。 

(ｳ) 県民の信頼を得ることができる職員である。 
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改 正（案） 

  

役職 評価項目 意   義 求められる職務行動 

主
査
、
課
長
補
佐
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
者 

県民本位 

現場主義・発信 

積極的に地域や現場に入

り込む、県民ニーズの的

確な把握 

わかりやすい説明、効果

的なPR 

①現場のニーズや課題を的確に把握するとともに、解決に向けた誠実

な行動と説明により県民等の理解を得ている。 

②県民等の立場に立って必要な情報が何かを考え、柔軟に意見を発

信している。 

倫理観・責任感 
倫理観、服務規律、誠実、

公正 

職責の理解 

①全体の奉仕者としての高い倫理感を持って、服務規律を遵守し、誠

実、公正に職務を遂行している。 

②主査としての職責を十分理解し、責任を持って職務を遂行してい

る。 

ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨ＆ 

ｲﾝｸﾙｰｼﾞｮﾝ 

対話の重視 

多様性の理解、意見の受

け止め、 

活発な議論、心理的安全

性 

①異なる立場や価値観を持つ人を受容し、多様な意見を聞きながら議

論を重ね、理解を得た上で業務を円滑に進めている。 

②所属職員や庁内外の関係者と円滑な関係を築き、気兼ねなく発言し

たり行動できる職場環境づくりに取り組んでいる。 

ﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽ 

柔軟で多様な働き方の推

進 

子育て・介護等と仕事の

両立支援 

超過勤務の縮減 

効率的な業務執行 

①業務の重要度や優先順位を考慮するとともに、時間感覚を持って計

画的かつ効率的に業務を遂行している。 

②効率的な業務執行により、仕事と生活のバランスを適切に保つこと

で、高い意欲を持って業務に取り組んでいる。 

ﾘ･ﾁｬﾚﾝｼﾞ 

改善・創意工夫 
問題意識、創意工夫、業務

改善 

①担当業務について常に問題意識を持ち、困難や失敗を恐れず、新

たな発想や仕組みを模索し、積極的に改善方策を提案している。 

積 極 性 
意欲、行動力、範囲を限定

しない、困難な職務に積

極的 

①複雑・困難な課題に対しても、スピード感を持って自律的・主体的に

取り組んでいる。 

②自身の業務の範囲を限定的に捉えることなく、関連分野や困難な業

務に積極的に取り組んでいる。 

ﾈｯﾄﾜｰｸ 

ネットワーク構築 
交渉力、調整力、連携力 

庁内外との円滑な関係構

築 

①担当業務の推進に必要な庁内外の関係者との交渉・調整を的確か

つ円滑に行うことができる。 

②庁内だけでなく庁外においても幅広い人的ネットワークを構築し、

参画と協働による新たな施策展開の可能性を高めている。 

チームワーク 協調性、理解力 

①グループ全体の業務の状況に気を配り、率先して同僚職員等の業

務に協力するなど、チームの中心となって仕事を進めている。 

②困難度の高い業務においても、上司の指示を正確に理解し、職務

を遂行することができる。 

成長 

知識・技能の追求 
知識・技能の習得、 

向上に向けた自己研鑽 

①担当業務の推進に必要な知識、技術を有している。 

②より高度で幅広い知識、技術の習得に向けて、自己研鑽を重ねてい

る。 

人 材 育 成 

経験、能力、適性の把握 

仕事の割振り、経験の場

の創出、 

能力向上の機会の付与 

①後輩職員の育成を重要な業務と認識し、適切な OJT の実施等によ

る支援・助言を行っている。 
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現 行 

 
役職 評 価 項 目 意   義 求められる職務行動 

主
任
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
者 

倫 理 ・ 責 任 感 
倫理感を有して職責を重ん

じ、それを果たそうとする

気持 

(ｱ) 全体の奉仕者としての倫理感を有している。 

(ｲ) 自らの職責を十分理解している。 

(ｳ) 最後まで責任を持って職務を遂行することが

できる。 

(ｴ) 服務規律を遵守し、誠実、公正に職務を遂行

することができる。 

知 識 ・ 技 術 
職務の遂行に必要な知識能

力及び技術的能力 

(ｱ) 職務遂行に必要な知識、技術を有している。 

(ｲ) 習得した知識、技術を職務の遂行に十分活

用している。 

(ｳ) より高度な知識、技術の習得のため、自己研

鑽を重ねている。 

業 務 遂 行 
仕事を正確かつ効率良く遂

行する能力 

(ｱ) 目的達成への手段・方法を整理し、計画性を

持って効率的に業務を遂行できる。 

(ｲ) 意欲的に業務に取り組み、求められる職務を

遂行できる。 

(ｳ) 誤りや抜け落ちがないよう確認を行い、業務

を正確に遂行できる。 

(ｴ) 臨機応変に複数の業務に対応することがで

きる。 

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 

ことば、文章等による意思

伝達方法が正確、かつ巧み

であり円滑、効果的に職務

を遂行する能力。 

(ｱ) 職場内で円滑なコミュニケーションをとること

ができる。 

(ｲ) 庁外の関係者と円滑なコミュニケーションをと

ることができる。 

(ｳ) 自分の考えについて論理的で明確な説明を

することができる。 

(ｴ) 相手方の意見を理解し、積極的な発言をす

ることができる。 

協 調 性 

職務の能率向上のため、他

の職員と協調し合い、又は

常に積極的に意思疎通を図

る態度 

(ｱ) 職務の能率向上のため、関係者と良好な協

力関係を築くことができる。 

(ｲ) 業務遂行にあたって、関係者との役割分担、

連携が的確に行える。 

(ｳ) 担当外の業務にも積極的に協力できる。  

理 解 力 
仕事を迅速、正確に認識し、

円滑に職務を遂行する能力 

(ｱ) 業務の進め方を正確に理解することができる。 

(ｲ) 上司の指示を迅速に理解し、円滑に職務を

遂行することができる。 

(ｳ) 相手の意見・要望等を正しく理解して説明を

行うことができる。 

服 務 規 律 
職務遂行上又は公務員とし

ての身分に伴う義務を遵守

する姿勢 

(ｱ) 勤務条件や服務上の規律を遵守している。 

(ｲ) 真摯に業務に取り組み、勤務態度が良好で

ある。 

(ｳ) 県民の信頼を得ることができる職員である。 
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改 正（案） 

 
役職 評価項目 意   義 求められる職務行動 

主
任
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
者 

県民本位 

現場主義・発信 

積極的に地域や現場に入

り込む、県民ニーズの的

確な把握 

わかりやすい説明、効果

的なPR 

①現場のニーズや課題を的確に把握するとともに、解決に向けた誠実

な行動と説明により県民等の理解を得ている。 

②県民等の立場に立って必要な情報が何かを考え、柔軟に意見を発

信している。 

倫理観・責任感 
倫理観、服務規律、誠実、

公正 

職責の理解 

①全体の奉仕者としての高い倫理感を持って、服務規律を遵守し、誠

実、公正に職務を遂行している。 

②主任としての職責を十分理解し、責任を持って職務を遂行してい

る。 

ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨ＆ 

ｲﾝｸﾙｰｼﾞｮﾝ 

対話の重視 

多様性の理解、意見の受

け止め、 

活発な議論、心理的安全

性 

①相手の話に耳を傾け、考えや行動を理解するとともに、自身の考え

を伝えて対話している。 

②積極的なコミュニケーションにより、気兼ねなく発言したり行動できる

職場環境づくりに貢献している。 

ﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽ 

柔軟で多様な働き方の推

進 

子育て・介護等と仕事の

両立支援 

超過勤務の縮減 

効率的な業務執行 

①業務の重要度や優先順位を考慮するとともに、時間感覚を持って計

画的かつ効率的に業務を遂行している。 

②効率的な業務執行により、仕事と生活のバランスを適切に保つこと

で、高い意欲を持って業務に取り組んでいる。 

ﾘ･ﾁｬﾚﾝｼﾞ 

改善・創意工夫 
問題意識、創意工夫、業務

改善 

①担当業務について常に問題意識を持ち、自分なりの創意工夫により

改善を図っている。 

積 極 性 
意欲、行動力、範囲を限定

しない、困難な職務に積

極的 

①指示を待つことなく、意欲を持って自律的・主体的に業務に取り組

んでいる。 

②自身の業務の範囲を限定的に捉えることなく、関連業務にも取り組

んでいる。 

ﾈｯﾄﾜｰｸ 

ネットワーク構築 
交渉力、調整力、連携力 

庁内外との円滑な関係構

築 

①関係部局、関係団体等と日頃から十分な意志疎通に努め、信頼関

係を築いている。 

②庁内だけでなく庁外においても幅広い人的ネットワークを構築し、

参画と協働による新たな施策展開の可能性を高めている。 

チームワーク 協調性、理解力 

①チームの一員として自身の役割を認識し、同僚職員と協調的・協力

的に仕事を行っている。 

②上司の指示を正確に理解し、職務を遂行することができる。 

成長 

知識・技能の追求 
知識・技能の習得、 

向上に向けた自己研鑽 

①担当業務の推進に必要な知識、技術を有している。 

②より高度で幅広い知識、技術の習得に向けて、自己研鑽を重ねて

いる。 

人 材 育 成 

経験、能力、適性の把握 

仕事の割振り、経験の場

の創出、 

能力向上の機会の付与 

①後輩職員の育成を重要な業務と認識し、必要な支援・助言を行って

いる。 
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現 行 

 

役職 評 価 項 目 意   義 求められる職務行動 

職
員
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
者 

倫 理 ・ 責 任 感 
倫理感を有して職責を重ん

じ、それを果たそうとする

気持 

(ｱ) 全体の奉仕者としての倫理感を有している。 

(ｲ) 最後まで責任を持って職務を遂行することが

できる。 

(ｳ) 服務規律を遵守し、誠実、公正に職務を遂行

することができる。 

知 識 ・ 技 術 
職務の遂行に必要な知識能

力及び技術的能力 

(ｱ) 職務遂行に必要な知識、技術を有している。 

(ｲ) 習得した知識、技術を職務の遂行に十分活用

している。 

(ｳ) 知識、技術の習得のため、自己研鑽を重ねて

いる。 

業 務 遂 行 
仕事を正確かつ効率良く遂

行する能力 

(ｱ) 目的達成への手段・方法を整理し、計画性を

持って効率的に業務を遂行できる。 

(ｲ) 意欲的に業務に取り組み、求められる職務を

遂行できる。 

(ｳ) 誤りや抜け落ちがないよう確認を行い、業務

を正確に遂行できる。 

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 

ことば、文章等による意思

伝達方法が正確、かつ巧み

であり円滑、効果的に職務

を遂行する能力。 

(ｱ) 職場内で円滑なコミュニケーションをとること

ができる。 

(ｲ) 庁外の関係者と円滑なコミュニケーションをと

ることができる。 

(ｳ) 自分の考えについて論理的で明確な説明を

することができる。 

(ｴ) 相手方の意見を理解し、積極的な発言をする

ことができる。 

協 調 性 

職務の能率向上のため、他

の職員と協調し合い、又は

常に積極的に意思疎通を図

る態度 

(ｱ) 職務の能率向上のため、関係者と良好な協力

関係を築くことができる。 

(ｲ) 業務遂行にあたって、関係者との役割分担、

連携が的確に行える。  

理 解 力 
仕事を迅速、正確に認識し、

円滑に職務を遂行する能力 

(ｱ) 業務の進め方を正確に理解することができる。 

(ｲ) 上司の指示を迅速に理解し、円滑に職務を遂

行することができる。 

服 務 規 律 
職務遂行上又は公務員とし

ての身分に伴う義務を遵守

する姿勢 

(ｱ) 勤務条件や服務上の規律を遵守している。 

(ｲ) 真摯に業務に取り組み、勤務態度が良好であ

る。 

(ｳ) 県民の信頼を得ることができる職員である。 
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改 正（案） 

  

役職 評価項目 意   義 求められる職務行動 

職
員
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
者 

県民本位 

現場主義・発信 

積極的に地域や現場に入

り込む、県民ニーズの的

確な把握 

わかりやすい説明、効果

的なPR 

①現場のニーズや課題の的確な把握に努めている。 

②県民等の立場に立って必要な情報が何かを考え、柔軟に意見を発

信している。 

倫理観・責任感 
倫理観、服務規律、誠実、

公正 

職責の理解 

①全体の奉仕者としての高い倫理感を持って、服務規律を遵守し、誠

実、公正に職務を遂行している。 

②最後まで責任を持って職務を遂行している。 

ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨ＆ 

ｲﾝｸﾙｰｼﾞｮﾝ 

対話の重視 

多様性の理解、意見の受

け止め、 

活発な議論、心理的安全

性 

①相手の話に耳を傾け、考えや行動を理解するとともに、自身の考え

を伝えて対話している。 

②積極的なコミュニケーションにより、気兼ねなく発言したり行動できる

職場環境づくりに貢献している。 

ﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽ 

柔軟で多様な働き方の推

進 

子育て・介護等と仕事の

両立支援 

超過勤務の縮減 

効率的な業務執行 

①業務の重要度や優先順位を考慮し、計画的に業務を遂行してい

る。 

②効率的な業務執行により、仕事と生活のバランスを適切に保つこと

で、高い意欲を持って業務に取り組んでいる。 

ﾘ･ﾁｬﾚﾝｼﾞ 

改善・創意工夫 
問題意識、創意工夫、業務

改善 

①上司等の助言を得て、担当業務の課題を見つけ、自分なりの創意

工夫により改善を図っている。 

積 極 性 
意欲、行動力、範囲を限定

しない、困難な職務に積

極的 

①どのような仕事にも意欲を持って前向きに取り組んでいる。 

ﾈｯﾄﾜｰｸ 

ネットワーク構築 
交渉力、調整力、連携力 

庁内外との円滑な関係構

築 

①関係部局、関係団体等と日頃から十分な意志疎通に努め、信頼関

係を築いている。 

チームワーク 協調性、理解力 

①チームで仕事を進める意識を持って、同僚職員と協調的・協力的に

仕事を行っている。 

②上司の指示を理解し、職務を遂行することができる。 

成長 知識・技能の追求 
知識・技能の習得、 

向上に向けた自己研鑽 

①担当業務の推進に必要な知識、技術を有している。 

②より高度で幅広い知識、技術の習得に向けて、自己研鑽を重ねて

いる。 
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現 行 

 

役職 評 価 項 目 意   義 求められる職務行動 

主

任

技

師
、

技

師
、

職
員

（

技

労

） 

倫 理 ・ 責 任 感 

倫理感を有して職責を重ん

じ、それを果たそうとする

気持 

(ｱ) 全体の奉仕者としての倫理感を有している。 

(ｲ) 最後まで責任を持って職務を遂行することが

できる。 

(ｳ) 誠実、公正に職務を遂行することができる。 

知 識 ・ 技 術 
職務の遂行に必要な知識能

力及び技術的能力 

(ｱ) 職務遂行に必要な知識、技術を有している。 

(ｲ) 習得した知識、技術を職務の遂行に十分活用

している。 

(ｳ) 知識、技術の習得のため、自己研鑽を重ねて

いる。 

業 務 遂 行 
仕事を正確かつ効率良く遂

行する能力 

(ｱ) 目的達成への手段・方法を整理し、計画性を

持って効率的に業務を遂行できる。 

(ｲ) 意欲的に業務に取り組み、求められる職務を

遂行できる。 

(ｳ) 誤りや抜け落ちがないよう確認を行い、業務

を正確に遂行できる。 

協 調 性 

職務の能率向上のため、他

の職員と協調し合い、又は

常に積極的に意思疎通を図

る態度 

(ｱ) 職場内で円滑なコミュニケーションをとること

ができる。 

(ｲ) 庁外の関係者と円滑なコミュニケーションをと

ることができる。 

(ｳ) 自分の考えについて論理的で明確な説明を

することができる。 

(ｴ) 相手方の意見を理解し、積極的な発言をする

ことができる。 

服 務 規 律 

職務遂行上又は公務員とし

ての身分に伴う義務を遵守

する姿勢 

(ｱ) 職務の能率向上のため、関係者と良好な協力

関係を築くことができる。 

(ｲ) 業務遂行にあたって、関係者との役割分担、

連携が的確に行える。  
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改 正（案） 

  

役職 評価項目 意   義 求められる職務行動 

技
能
主
任
、
技
能
副
主
任
、
技
能
主
事 

県民本位 

現場主義・発信 

積極的に地域や現場に入

り込む、県民ニーズの的

確な把握 

わかりやすい説明、効果

的なPR 

①現場のニーズや課題の的確な把握に努めている。 

倫理観・責任感 
倫理観、服務規律、誠実、

公正 

職責の理解 

①全体の奉仕者としての高い倫理感を持って、服務規律を遵守し、誠

実、公正に職務を遂行している。 

②最後まで責任を持って職務を遂行している。 

ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨ＆ 

ｲﾝｸﾙｰｼﾞｮﾝ 

対話の重視 

多様性の理解、意見の受

け止め、 

活発な議論、心理的安全

性 

①相手の話に耳を傾け、考えや行動を理解するとともに、自身の考え

を伝えて対話している。 

②積極的なコミュニケーションにより、気兼ねなく発言したり行動できる

職場環境づくりに貢献している。 

ﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽ 

柔軟で多様な働き方の推

進 

子育て・介護等と仕事の

両立支援 

超過勤務の縮減 

効率的な業務執行 

①効率的な業務執行により、仕事と生活のバランスを適切に保つこと

で、高い意欲を持って業務に取り組んでいる。 

ﾘ･ﾁｬﾚﾝｼﾞ 

改善・創意工夫 
問題意識、創意工夫、業務

改善 
①自分なりの創意工夫により改善を図っている。 

積 極 性 
意欲、行動力、範囲を限定

しない、困難な職務に積

極的 

①意欲を持って自律的・主体的に業務に取り組んでいる。 

ﾈｯﾄﾜｰｸ チームワーク 協調性、理解力 
①チームで仕事を進める意識を持って、同僚職員と協調的・協力的に

仕事を行っている。 

成長 知識・技能の追求 
知識・技能の習得、 

向上に向けた自己研鑽 

①担当業務の推進に必要な知識、技術を有している。 

②知識、技術の習得に向けて、自己研鑽を重ねている。 
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現 行 
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改 正（案） 
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現 行 
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改 正（案） 
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現 行 
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改 正（案） 
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現 行 
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改 正（案） 
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現 行 
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改 正（案） 
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